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1. 2026年3月期第1四半期の連結業績（2025年4月1日～2025年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年3月期第1四半期 58,128 3.4 3,941 18.7 4,112 19.5 2,469 31.9

2025年3月期第1四半期 56,205 4.1 3,319 33.6 3,441 31.5 1,872 39.9

（注）包括利益 2026年3月期第1四半期　　2,880百万円 （△2.3％） 2025年3月期第1四半期　　2,947百万円 （53.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2026年3月期第1四半期 18.90 18.89

2025年3月期第1四半期 14.33 14.33

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2026年3月期第1四半期 208,146 96,489 45.2

2025年3月期 211,114 95,855 44.3

（参考）自己資本 2026年3月期第1四半期 94,023百万円 2025年3月期 93,420百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年3月期 ― 17.00 ― 17.00 34.00

2026年3月期 ―

2026年3月期（予想） 17.00 ― 17.00 34.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2026年 3月期の連結業績予想（2025年 4月 1日～2026年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 253,000 3.9 17,500 3.9 17,500 0.7 10,000 8.5 76.55

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

t082020
スタンプ



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 ― 社 （社名） 、 除外 1 社 （社名） 株式会社アムズユニティー

(注)連結子会社であった株式会社アムズユニティーは、連結子会社である株式会社アムズブレーンを合併存続会社とする吸収合併により消滅したため、
連結の範囲から除外しております。なお、存続会社となる株式会社アムズブレーンは2025年４月１日付で商号を株式会社アムズユニティーに変更しており
ます。

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年3月期1Q 139,679,977 株 2025年3月期 139,679,977 株

② 期末自己株式数 2026年3月期1Q 9,040,056 株 2025年3月期 9,040,187 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年3月期1Q 130,639,903 株 2025年3月期1Q 130,628,343 株

(注)期末自己株式数については、株式給付信託（ＢＢＴ）が保有する当社株式（2026年３月期１Ｑ　720,000株、2025年３月期　720,000株）を含めております。
また、期中平均株式数の計算において控除する自己株式については、株式給付信託（ＢＢＴ）が保有する当社株式（2026年３月期１Ｑ　720,000株、2025年
３月期１Ｑ　730,500株）を含めております。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（公認会計士又は監査法人によるレビューについて）

当社は監査法人によるレビューを受ける予定であり、レビュー完了後（2025年８月８日を予定）にレビュー報告書を添付した四半期決算短信の開示を行います。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く事業環境は、雇用・所得環境の改善の動きが続く

中で個人消費の持ち直しの動きがみられ、緩やかな回復基調で推移いたしました。一方で、米国の通商政策の影

響による景気の下振れリスクが高まっており、また、金融資本市場の変動の影響等、先行きは不透明な状況が続

いております。

当連結会計年度は、「中期経営計画2025」の最終年度となります。当第１四半期連結累計期間における業績につ

きましては、グループの継続取引顧客件数は18千件増加（前年同期は26千件増加）し、3,441千件となりました。

ＴＬＣ会員数は15千件増加（前年同期は15千件増加）し、1,282千件となりました。グループ顧客件数の増加等に

より、売上高は58,128百万円（前年同期比3.4％増）となり、営業利益は3,941百万円（同18.7％増）、経常利益は

4,112百万円（同19.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は2,469百万円（同31.9％増）となりました。

当第１四半期連結累計期間におけるトピックスとしては、情報通信事業において九州エリアでの企業のＤＸを支

える多彩なサービス提供を目的として、2025年４月にグループ所有の通信インフラを九州エリアまで延伸し、サー

ビス提供エリアを北関東から九州までに拡大いたしました。

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

（エネルギー）

ＬＰガス事業につきましては、新規顧客獲得を推進した結果、需要家件数は前連結会計年度末から５千件増加し

812千件となりました。この需要家件数の増加等により、売上高は20,949百万円（前年同期比1.8％増）となりまし

た。

都市ガス事業につきましては、需要家件数は前連結会計年度末並みの74千件となりましたが、産業用の販売量減

少等により、売上高は4,056百万円（同1.0％減）となりました。

これらにより、当セグメントの売上高は25,005百万円（同1.4％増）となり、売上高の増加に加えて顧客獲得費

用を含むコスト削減を図り、営業利益は1,389百万円（同39.8％増）となりました。

（情報通信）

コンシューマー向け事業につきましては、ＩＳＰ事業やモバイル事業において、大手携帯キャリアと連携する

等、顧客獲得を推進いたしました。これらの施策の結果、ブロードバンド顧客は前連結会計年度末から２千件増加

し676千件、ＬＩＢＭＯについては同１千件増加し80千件となりましたが、売上高はＡＲＰＵが減少したことによ

り5,688百万円（同2.7％減）となりました。

法人向け事業につきましては、キャリアサービス及びクラウドサービスが順調に進捗したことにより、売上高は

8,976百万円（同10.1％増）となりました。

これらにより、当セグメントの売上高は14,664百万円（同4.8％増）となりましたが、ネットワーク原価の増加

や体制強化等により営業利益は806百万円（同2.8％減）となりました。

（ＣＡＴＶ）

ＣＡＴＶ事業につきましては、地域密着の事業者として地元の情報発信や番組制作に注力し、魅力的なコンテン

ツの充実に努めてまいりました。その結果、放送サービスの顧客件数は前連結会計年度末並みの922千件となりま

したが、通信サービスの顧客件数は新規エリアにおいても営業活動を積極的に実施したことで、前連結会計年度末

から４千件増加し417千件となりました。

これらにより、当セグメントの売上高は9,174百万円（同2.2％増）、営業利益は1,587百万円（同6.4％増）とな

りました。

（建築設備不動産）

建築設備不動産事業につきましては、設備工事事業等が順調に推移し、当セグメントの売上高は5,485百万円

（同8.0％増）、営業利益は93百万円（同59.9％増）となりました。
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（アクア）

アクア事業につきましては、大型商業施設等での催事営業やＷＥＢ獲得、テレマーケティング等により更なる

顧客基盤の拡充に取り組んだ結果、顧客件数は前連結会計年度末から６千件増加し198千件となりました。

これらにより、当セグメントの売上高は2,519百万円（同10.3％増）、営業利益は115百万円（同146.2％増）と

なりました。

（その他）

その他の事業のうち、介護事業につきましては利用者数が減少したこと等により、売上高は346百万円（同2.8％

減）となりました。船舶修繕事業につきましては、売上高は311百万円（同0.5％増）となりました。婚礼催事事業

につきましては、婚礼事業における売上単価が増加したこと等により、売上高は312百万円（同8.1％増）となりま

した。

これらにより、当セグメントの売上高は1,278百万円（同6.8％増）、営業損失は15百万円（前年同期は63百万円

の営業損失）となりました。

（２）連結財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は208,146百万円となり、前連結会計年度末と比較して2,967百万

円の減少となりました。これは主として、仕掛品が1,016百万円、前払費用の増加等により流動資産「その他」が

685百万円、商品及び製品が678百万円、それぞれ増加した一方で、季節的要因等により受取手形、売掛金及び契約

資産が5,676百万円減少したこと等によるものであります。

負債合計は111,657百万円となり、前連結会計年度末と比較して3,601百万円の減少となりました。これは主とし

て、短期借入金が4,471百万円増加した一方で、支払手形及び買掛金が2,867百万円、長期借入金が2,442百万円、

未払法人税等が1,283百万円、それぞれ減少したこと等によるものであります。

純資産合計は96,489百万円となり、前連結会計年度末と比較して634百万円の増加となりました。これは主とし

て、剰余金の配当2,233百万円を実施した一方で、親会社株主に帰属する四半期純利益2,469百万円を計上したこと

に加え、その他有価証券評価差額金が405百万円増加したこと等によるものであります。

② キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」といいます。）は、前連結会計年度末

から98百万円減少し5,365百万円となりました。

当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、6,668百万円の資金の増加（前年同期比＋1,161百万円）となりました。

これは法人税等の支払、仕入債務の減少等により資金が減少した一方で、税金等調整前四半期純利益、売上債権の

減少及び非資金項目である減価償却費等の要因により資金が増加したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、5,201百万円の資金の減少（同＋1,499百万円）となりました。これは有

形及び無形固定資産の取得による支出等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、1,579百万円の資金の減少（同△3,611百万円）となりました。これは借

入金による資金調達等の一方で、借入金及びリース債務の返済、配当金の支払等を行ったことによるものでありま

す。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第１四半期連結累計期間の業績は概ね予定通り進捗しており、2026年３月期の業績予想につきましては、2025

年５月８日に公表いたしました通期連結業績予想に変更はありません。

なお、業績予想は現時点において入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績は、今後様々な要因

によって予想数値と異なる可能性があります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,636 5,551

受取手形、売掛金及び契約資産 33,277 27,601

商品及び製品 4,906 5,585

仕掛品 1,030 2,047

原材料及び貯蔵品 1,569 1,559

その他 9,046 9,731

貸倒引当金 △513 △509

流動資産合計 54,955 51,567

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 37,179 36,880

機械装置及び運搬具（純額） 26,920 26,853

土地 25,166 25,179

その他（純額） 25,388 25,341

有形固定資産合計 114,655 114,254

無形固定資産

のれん 6,143 6,057

その他 6,811 7,330

無形固定資産合計 12,954 13,388

投資その他の資産

退職給付に係る資産 6,803 6,816

その他 22,041 22,463

貸倒引当金 △297 △345

投資その他の資産合計 28,546 28,934

固定資産合計 156,156 156,577

繰延資産 2 2

資産合計 211,114 208,146

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 17,757 14,889

短期借入金 13,996 18,468

未払法人税等 3,173 1,890

その他の引当金 2,236 119

その他 24,417 25,259

流動負債合計 61,582 60,627

固定負債

長期借入金 32,124 29,682

その他の引当金 499 500

退職給付に係る負債 1,661 1,701

その他 19,390 19,145

固定負債合計 53,676 51,029

負債合計 115,259 111,657

純資産の部

株主資本

資本金 14,000 14,000

資本剰余金 25,575 25,576

利益剰余金 47,554 47,791

自己株式 △2,554 △2,554

株主資本合計 84,575 84,812

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,298 4,704

繰延ヘッジ損益 － 242

為替換算調整勘定 1,073 894

退職給付に係る調整累計額 3,471 3,369

その他の包括利益累計額合計 8,844 9,211

新株予約権 47 47

非支配株主持分 2,386 2,418

純資産合計 95,855 96,489

負債純資産合計 211,114 208,146
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年６月30日)

売上高 56,205 58,128

売上原価 34,041 35,148

売上総利益 22,164 22,980

販売費及び一般管理費 18,844 19,038

営業利益 3,319 3,941

営業外収益

受取利息 5 1

受取配当金 146 187

受取手数料 10 9

その他 80 106

営業外収益合計 242 304

営業外費用

支払利息 91 111

その他 29 22

営業外費用合計 120 133

経常利益 3,441 4,112

特別利益

固定資産売却益 15 6

投資有価証券売却益 14 0

伝送路設備補助金 8 12

補助金収入 2 0

特別利益合計 40 19

特別損失

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 275 407

投資有価証券評価損 16 －

特別損失合計 292 407

税金等調整前四半期純利益 3,188 3,724

法人税、住民税及び事業税 1,568 1,659

法人税等調整額 △287 △443

法人税等合計 1,280 1,216

四半期純利益 1,908 2,508

非支配株主に帰属する四半期純利益 35 39

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,872 2,469

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年６月30日)

四半期純利益 1,908 2,508

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 568 405

繰延ヘッジ損益 462 242

為替換算調整勘定 △0 12

退職給付に係る調整額 △101 △102

持分法適用会社に対する持分相当額 110 △186

その他の包括利益合計 1,038 371

四半期包括利益 2,947 2,880

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,910 2,836

非支配株主に係る四半期包括利益 36 44

（四半期連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,188 3,724

減価償却費 4,044 4,074

のれん償却額 285 276

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,554 △1,935

退職給付に係る資産及び負債の増減額 △148 △122

受取利息及び受取配当金 △152 △189

投資有価証券売却損益（△は益） △14 △0

支払利息 91 111

固定資産売却損益（△は益） △14 △6

投資有価証券評価損益（△は益） 16 －

固定資産除却損 275 407

売上債権の増減額（△は増加） 5,753 6,198

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,309 △1,686

仕入債務の増減額（△は減少） △4,549 △2,860

未払費用の増減額（△は減少） 3,431 3,877

その他 △1,066 △2,418

小計 8,276 9,451

法人税等の支払額 △2,768 △2,782

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,507 6,668

投資活動によるキャッシュ・フロー

利息及び配当金の受取額 161 203

有価証券の取得による支出 △2 △2

有価証券の売却による収入 28 0

有形及び無形固定資産の取得による支出 △4,716 △5,209

有形及び無形固定資産の売却による収入 217 40

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
△2,538 －

貸付金の回収による収入 1 1

その他 146 △234

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,701 △5,201

財務活動によるキャッシュ・フロー

利息の支払額 △93 △113

短期借入金の純増減額（△は減少） 8,325 4,875

リース債務の返済による支出 △1,304 △1,321

長期借入金の返済による支出 △2,796 △2,846

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △2,158 △2,163

その他 61 △9

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,032 △1,579

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 13

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 837 △98

現金及び現金同等物の期首残高 5,604 5,463

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,442 5,365

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（財務報告の枠組みに関する注記）

　四半期連結財務諸表は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４

条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成しております。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（単位：百万円）

報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

エネルギ

ー
情報通信 ＣＡＴＶ

建築設備

不動産
アクア 計

売上高

外部顧客への

売上高
24,669 13,994 8,978 5,080 2,285 55,008 1,197 56,205 － 56,205

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

44 1,502 80 235 5 1,867 28 1,896 △1,896 －

計 24,714 15,496 9,059 5,315 2,290 56,876 1,225 58,102 △1,896 56,205

セグメント利益

又は損失（△）
993 829 1,491 58 46 3,420 △63 3,356 △37 3,319

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、婚礼催事事業、船舶

修繕事業、介護事業、保険事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、主にセグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っておりま

す。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

エネルギ

ー
情報通信 ＣＡＴＶ

建築設備

不動産
アクア 計

売上高

外部顧客への

売上高
25,005 14,664 9,174 5,485 2,519 56,849 1,278 58,128 － 58,128

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

100 1,316 67 220 5 1,710 22 1,732 △1,732 －

計 25,106 15,980 9,241 5,705 2,525 58,560 1,300 59,861 △1,732 58,128

セグメント利益

又は損失（△）
1,389 806 1,587 93 115 3,990 △15 3,975 △33 3,941

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、婚礼催事事業、船舶

修繕事業、介護事業、保険事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、主にセグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っておりま

す。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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